
Photo news

行橋市は、市内の３つのホテルと「災害時における宿泊
施設の提供等に関する協定」を締結しました。災害時に
一般の避難所での生活が心身に大きな負担となる妊産婦
を対象に、ホテルでの安心・安全な避難生活を確保する
ことを目的としています。プライバシーの守られた個室
で、赤ちゃんの泣き声や授乳・着替え場所などの心配事
を少しでも減らし、心穏やかに過ごせることが期待され
ます。

行橋市では、高齢化の進展やバス路線の減便などにより、
日常の買い物が困難な「買い物困難者」の増加が課題と
なっています。
この課題を解決するため、市ではグリーンコープ生活協
同組合ふくおかと連携し、令和 8 年 9 月から移動販売の
お試し販売（実証実験） を開始します。公民館や公園な
どを活用し、週 1 回・約 30 分の販売を行います。組合
員登録は不要で、どなたでもご利用いただけます。この
事業は食料品・日用品の販売にとどまらず、高齢者の外
出のきっかけづくりや地域の集いの場、さらには見守り・
安否確認の役割も担います。
まずは今元校区・行橋北校区を中心に順次開始し、令和
9 年度の本格導入を目指します。

7/28 ㈫に発生した熊本地震（最大震度 7）の被災地に、
新行橋病院の DMAT（災害派遣医療チーム） が 7/30 ㈭
から 3 日間にわたり派遣されました。
DMAT（Disaster Medical Assistance Team） と は、
大規模災害時に迅速に現地へ駆けつける専門的な医療
チームです。医師・看護師・薬剤師・臨床工学技士など
で構成され、特別な訓練を受けたスタッフが、緊急搬送
や医療支援など状況に応じた救護活動を行います。
今回の熊本地震では、停電・断水が続く特別養護老人ホー
ムで熱中症リスクの高い入所者を病院へ搬送、避難所を
巡回し住民の健康状態を確認、被災した診療所における
地域医療の維持など、多岐にわたる活動を行いました。
行橋市には、このような頼もしい専門チームが存在しま
す。大規模災害が発生した際も、市民の皆さんが安心し
て暮らせるよう、地域医療を守り続けます。

7/28 ㈫、熊本県熊本地方を震源とするマグニチュード 7.1、
最大震度7の大規模な地震が発生しました。この地震により、
多くの方が住家被害を受け、今も避難生活を余儀なくされて
います。また、断水が続く地域もあるなど、被災地では依然
として厳しい状況が続いています。被災された皆さまに、心
よりお見舞い申し上げます。
行橋市では、一日も早い復旧・復興を支援するため、市役所
にて義援金を受け付けています。皆さまからお寄せいただい
た義援金は、全額を被災地へお届けします。被災された方々
が一日も早く日常を取り戻せるよう、温かいご支援をどうぞ
よろしくお願いいたします。

・アパホテル〈福岡行橋駅前〉（中央三丁目 9 番 10 号）　
・ビジネスホテルゆくはし（西宮市二丁目 20 番 15 号）
・ビジネス＆サイクル ホテルベル（行事七丁目 7 番 6 号）

市役所東棟 1 階 正面玄関 案内窓口横
※土曜、日曜、祝日を除く

防災危機管理室（内線 1450）

妊婦の方および産婦（産後 1 年未満）の方

・「買い物困難者」への買い物サポート
・高齢者の外出のきっかけづくり
・高齢者の見守り、安否確認
・地域住民のコミュニティづくり

9/7 〜 10/26までの毎週月曜
北町集会所付近の公園　10:30 〜 11:00
辰下健民館　　　　　　11:25 〜 11:55

指定避難所を開設した時点から閉鎖するまで

無料
※付き添い者数によっては宿泊料が発生します。
　詳細は市 HP をご確認ください。
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ID 0045603 問  防災係（内線 1451）

ID 0046454
問 グリーンコープ生協くらて店 ☎︎ 0949-42-0253

利用には必ず事前登録が必要です。
市 HP より必要な手続きをご確認ください。注意
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